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地域別総合防災研修 実施内容まとめ 

1. 「地域別総合防災研修」 開催地・日程 

 平成 26年度～平成 30年度の開催地および開催地ごとの日程は次のとおり。 

 

  

ﾌﾞﾛｯｸ 平成 26 年度 平成 27 年度 平成 28 年度 平成 29 年度 平成 30 年度 未実施 

北海道 北海道(札幌市) 
8月 7日(木)・8日(金) 

北海道(札幌市) 
12月 3日(木)・4日(金) 

北海道(札幌市) 
11月 15日(火)・16日(水) 

北海道(札幌市) 
8月 3日(木)・4日(金) 

－ － 

東北 宮城県(仙台市) 
11月 13日(木)・14日(金) 

福島県(福島市) 
12月 8日(火)・9日(水) 

山形県(山形市) 
11月 24日(木)・25日(金) 

岩手県(盛岡市) 
11月 8日(水)・9日(木) 

青森県(青森市) 
7月 23日(月)・24日(火) 

－ 

秋田県(秋田市) 
11月 15日(木)・16日(金) 

北陸 石川県(金沢市) 
11月 20日(木)・21日(金) 

新潟県(新潟市) 
11月 17 日(火)・18日(水) 

富山県(富山市) 
10月 20日(木)・21日(金) 

福井県(福井市) 
10月 26日(木)・27日(金) 

－ － 

関東 － － － － － 

茨城県 
栃木県 
群馬県 
埼玉県 
千葉県 
東京都 
神奈川県 

中部 愛知県(名古屋市) 
12月 11日(木)・12日(金) 

岐阜県(岐阜市) 
12月 15 日(火)・16日(水) 

三重県(津市) 
10月 27日(木)・28日(金) 

山梨県(甲府市) 
11月 28日(火)・29日(水) 

長野県(長野市) 
11月 8日(木)・9日(金) 

－ 

静岡県(静岡市) 
12月 13日(水)・14日(木) 

近畿 大阪府(大阪市) 
10月 30日(火)・31日(水) 

兵庫県(神戸市) 
10月 29 日(木)・30日(金) 

和歌山県(和歌山市) 
1月 12日(木)・13日(金) 

京都府(京都市) 
11月 15日(水)・16日(木) 

滋賀県(大津市) 
1月 10日(木)・11日(金) 

－ 

奈良県(奈良市) 
1月 17日(木)・18日(金) 

中国 広島県(広島市) 
10月 14日(火)・15日(水) 

山口県(山口市) 
10月 22 日(木)・23日(金) 

岡山県(岡山市) 
11月 30日(水)・ 

12月 1日(木) 

島根県(松江市) 
11月 1日(水)・2日(木) 

鳥取県(倉吉市) 
8月 9日(木)・10日(金) 

－ 

四国 香川県(高松市) 
10月 21日(火)・22日(水) 

徳島県(徳島市) 
10月 14 日(水)・15日(木) 

高知県(高知市) 
12月 7日(木)・8日(金) 

愛媛県 (松山市) 
11月 21日(火)・22日(水) 

－ － 

九州 福岡県(福岡市) 
11月 27日(木)・28日(金) 

熊本県(熊本市) 
1月 21 日(木)・22日(金) 

長崎県(長崎市) 
12月 15日(木)・16日(金) 

大分県(大分市) 
1月 16日(火)・17日(水) 

佐賀県(佐賀市) 
9月 6日(木)～7日(金) 

－ 

宮崎県(宮崎市) 
1月 19日(木)・20日(金) 

鹿児島県(鹿児島市) 
1月 21日(月)・22日(火) 

沖縄 沖縄県(那覇市) 
8月 5日(火)・6日(水) 

沖縄県(那覇市) 
11月 12 日(木)・13日(金) 

－ － － － 
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2. 平成 30年度「地域別総合防災研修」 カリキュラム 

 平成 30年度「地域別総合防災研修」の標準的なカリキュラムは以下のとおり。なお、秋田県と長野県については、会

場と講師の都合により単元を並び替えて実施した。 

 

 

日
程 

単 元 名 
手
法 

単元の概要 学習目標 講師 
所要 

時間 

１
日
目 

①防災行政 

（全体概要） 
座 

（全体概要）防災活動の全体像とそ

の考え方、各活動の概要を学ぶ。 

・防災活動の全体像と考え

方、各活動の概要を説明で

きる。 

内閣府 60分 

②防災行政 

（災害法体系） 
座 

（災害法体系）防災活動の前提となる

法律の基本的な知識を学ぶ。 

・防災活動に関連する法令

の概要を説明できる。 
内閣府 

90分 

③防災行政 

（防災計画） 
座 

（防災計画）防災活動の前提となる防

災計画の基本的な知識を学ぶ。 

・防災計画（BCPと受援体制

を含む）の概要について説

明できる。 

内閣府 

④地域の災害特

性 
座 

地域の災害特性、想定される被害状

況とその発生メカニズムを学ぶ。 

・地域の災害特性と想定さ

れる被害の概要について

説明できる。 

地方気象台 75分 

⑤災害対応過程

と態度を学ぶ 
演 

実際の災害発生時の地方公共団体

の対応事例を題材に、事前対策や災

害対応に対する心構えを学ぶ。 

・災害発生前後に、必要な

行政の対応の流れを、具

体的に説明できる。 

事務局 150分 

２
日
目 

⑥警報避難の枠

組み 
座 

避難勧告判断、住民伝達、避難行動

などについて、「避難勧告等に関する

ガイドライン」を中心に学ぶ。 

・警報等の伝達及び避難勧

告等の判断・伝達の流れに

ついて説明できる。 

内閣府 75分 

⑦被災者支援の

枠組み 
座 

被災者支援対策の基本となる災害救

助法や被災者生活再建支援法、罹災

証明書の交付の考え方とその適用基

準・運用方法について学ぶ。 

・災害時における被災者支

援の一つである災害救助

法の概要を説明できる。 

内閣府 75分 

⑧交通確保・物

資物流・ 

広域応援の枠

組み 

座 

災害時の交通確保と物資物流、広域

応援対策の流れと、そのための事前

対策について、内容について事例とと

もに学ぶ。 

・交通確保と物資物流の概

要を説明できる。 

・広域応援の実施の流れに

ついて説明できる。 

有識者 75分 

⑨自助・共助の

取り組みの促

進 

座 

住民等による自助・共助の取組の促

進について、地区防災計画やボラン

ティアなど様々な手法を学ぶ。 

・自助、共助の取組み（ボラ

ンティアや NPO への対応を

含む）を説明できる。 

内閣府 75分 

⑩全体討論 

･閉講 
演 

研修全体を通じて学んだことを、地域

の防災力向上にどう反映させるかを

受講者自らふり返り考える。 

・研修受講の目的を再認識

する。 

・研修を通じて、学び、得た

ものを整理する。 

・研修を活かして次につな

げることを認識する。 

事務局 60分 




